
■町と の関わり
[ 町内フィ ールド ワ ーク ]
本年度は南越前町を２ 回（ 6月27～28日、 11月29～30日） 訪問し 、 地元企業や地
域住民に対する ヒ アリ ングを通し 、 プロ ジェ ク ト の協力依頼や情報収集を行っ
た。
[ 訪問場所]
・ 南越前町役場・ 道の駅南えちぜん山海里　 ・ 花はす公園・ 花はす温泉　 そま や
ま ・ 今庄駅・ 忠兵衛そば・ 北前船主の館右近家　 ・ 株式会社杉休・ Dai san・ リ ト
リ ート たく ら ・ 昭和会館・ 今庄駅・ sou’ s cof f ee r oast er y・ 古民家レ ス ト ラ ン
ら んたん
[ イ ベント 参加]
今庄つる し 柿フェ ス タ （ 1月30日） ： 今庄つる し 柿の体験や、 地元食材を使用し
た郷土料理、 つる し 柿ス イ ーツを味わう こ と ができ る 「 今庄つる し 柿フェ ス タ 」
において、 運営補助を行った。
 本事業では、 同郷会の周知も 兼ねてイ ベント に参加し 、 地域コ ミ ュ ニティ と の
交流およ び参加促進を図った。  当日は、 柿の皮むき やつる し 柿の吊る し 方に関
する レ ク チャ ーを行う 体験コ ーナーの運営補助を担当し 、 来場者に対し て今庄つ
る し 柿の魅力や伝統的な製法を伝える 機会を創出し た。
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南越前の風、東京へ。

片岡　千宙、吉田　麗央、山口　陽翔

■活動内容
【 南越前町の特産物・ 特産品の調査】
 現地の生産現場や販売拠点での調査を実施し た。 具体的には、 「 株式会社杉
休」 を訪問し 、 生産者の方から 直接、 商品のこ だわり や製造過程における 想いを
伺った。 ま た、 「 道の駅 南えちぜん山海里」 では、 駅長へのヒ アリ ングを行
い、 売れ筋商品の傾向や今後の展開についての相談を実施し た。
【 浅草「 ちいき と 」 における 特産品の販売・ 情報発信】
アンテナショ ッ プ「 ちいき と 」 内のス ペース を活用し 、 現地調査で得た知見をも
と に特産品の展示・ 販売を行った。 浅草を訪れる 観光客や都内居住者に対し 、 生
産者の想いや道の駅での知見を交えた対面接客を行った。
【 今庄つる し 柿ワ ーク ショ ッ プの企画・ 開催】
 伝統文化への関心を高める 体験型イ ベント と し て「 今庄つる し 柿ワ ーク ショ ッ
プ」 を「 ちいき と 」 内で開催し た。 イ ベント では、 参加者と 共に今庄つる し 柿の
試食を行いながら 、 生産背景の解説やク イ ズ企画を通じ た南越前町の魅力発信を
実施し た。

活動番号



■情報発信・ 共有
[ 公式LI NEの活用]
「 南越前町同郷会」 周知のために運用さ れている 「 公式LI NE」 を活用し 、 ワ ーク
ショ ッ プの開催告知を配信し た。
[ I nst agr amによ る 発信]
「 奥山ゼミ ナール」 公式I nst agr amおよ び、 「 ちいき と 」 の公式I nstagramにて告
知を実施し た。
[ 対面での周知活動]  福井県のアンテナショ ッ プ「 ふく い南青山291」 で開催さ れ
た（ 10月1日） 、 東京福井県人会「 イ エロ ー会」 に参加し 、 直接告知を行った。

■成果（ 変化）
【 ワ ーク ショ ッ プの波及効果 】 ワ ーク ショ ッ プを通じ て商品の背景や生産者の
想いを深く 伝えた結果、 2週間の期間限定で開設し た特産品販売ブース では、 店
舗の通常売上ペース を大き く 上回る 勢いで購入が進み、 現在、 店頭在庫はほぼ完
売の状態と なっている 。 なお、 本ブース での追加仕入れおよ び販売の予定は現時
点ではないが、 体験を通じ て「 背景」 を伝える こ と が、 消費者の購買意欲と 強い
関心に直結する こ と を実証でき た。 ま た、 本取り 組みは「 今庄つる し 柿フェ ス
タ 」 の認知度向上にも 寄与し ており 、 来年度以降の継続的な観光客誘致へと つな
がる も のと 確信し ている 。
【 参加者の反応】 「 つる し 柿と チーズの料理が美味し い」 「 ク イ ズがあったこ と
で南越前町がどのよ う な町か知る こ と ができ 、 身近に感じ た」 と いった肯定的な
声を多く いただいた。 加えて、 イ ベント 参加者の中には外国人旅行者も おり 、 つ
る し 柿の味やス ト ーリ ー性、 見た目の特徴に対し て高い評価が寄せら れたこ と か
ら 、 今後はイ ンバウ ンド 需要やグロ ーバル市場を視野に入れた展開の可能性も 感
じ ら れた。 一方で、 「 他産地と の比較があればよ り 理解が深ま った」 と いう 要望
も あり 、 地域資源の独自性や価値を、 他地域と の対比を通じ て客観的・ 多角的に
伝えていく 重要性を改めて認識し た。
【 活動を通じ た自身の変化 】 活動前は「 こ のプロ ジェ ク ト を通し て南越前町を
知ら ない人に影響を与え、 町を少し でも 良く し たい」 と いう 、 どこ か外部から の
視点で考えていた。 し かし 、 実際に現地を訪れ、 生産者や住民の方々と 対話を重
ねる 中で、 町は「 他人事」 から 「 自分たちも 深く 関わる べき 対象」 へと 変化し
た。 今回の経験から 、 一度き り の活動で何かが劇的に変わる と いう 考えではな
く 、 信頼関係を築き 、 継続的に関わり 続ける こ と こ そが必要不可欠である と 痛感
し ている 。 ワ ーク ショ ッ プの参加者がそう であったよ う に、 特産品や地域の背景
にある 「 作り 手の想い」 や「 ス ト ーリ ー」 を深く 理解する こ と は、 その対象への
強い愛着や支持を生む最短の道である と 確信し た。 あら ゆる 物事の背景にある 価
値を汲み取る 重要性を学び、 今後も 一人の関係人口と し て、 南越前町の活動や商
品に主体的に関わり 続けていき たいと 考えている 。



■活動に関する 写真等


